
　 ５ 月 よ り 、 地 域 活 動 支 援 セ ン

ターの管理人としてお世話になっ

ています。

　利用者とともに頑張っていきま

すので、どうぞよろしくお願いし

ます!!

作業指導員
松 長 美 保

1 ・わき社協 この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています

～ 地域活動支援センター ～

がんばってますっ !!がんばってますっ !!がんばってますっ !!がんばってますっ !!

　地域活動支援センター（通称：ふれあい工房クローバー）では、
現在10名の登録された利用者とボランティアさんを中心に、手づ
くりのパンやラスク、和木町の新しい特産品でもある「瀬戸の黒
麺」のパック詰めなど、様々な作業を行っています。
　日ごろはわきあいあいの雰囲気で、利用者それぞれに特性はある
ものの、作業中はみなさん真剣そのもの。
　良い製品をたくさん作って、地域に欠かせない施設を目指したい
と思います。
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2 ・わき社協

地域活動支援センター
（ふれあい工房  クローバー）

アルミ缶収集事業

福祉農園事業

平成 23年度平成 23年度

　社会福祉協議会は地域福祉推進の中核として位置づけられ、期待をされております。
　こうした要望に応えるため、行政をはじめとする各種団体との連携のもとその機能を十分発揮することによ
り、「住み慣れた地域で、誰もが、安心して、豊かに暮らし続けることができるまちづくり」を目指して、次
の事業を重点的に実施します。

平成 23年度の基本方針

平成 23年度の重点目標

◆◆◆ ◆◆◆

１．社会福祉協議会の基盤、経営体質の改善
　　強化
２．福祉の輪づくり運動の推進
３．ボランティア活動の推進
４．在宅福祉の推進、充実

☆
福
祉
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
強
化

☆
要
援
護
児
童
の
激
励
と
援
助

☆
子
育
て
支
援
事
業

☆
子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動
支
援

☆
障
害
者
団
体
の
育
成
推
進

☆
母
子
・
父
子
家
庭
の
援
助

☆
在
宅
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し
事
業

☆
給
食
サ
ー
ビ
ス
及
び
会
食
の
充
実

☆
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
の
推
進
と
援
助

☆
生
活
福
祉
資
金
、
法
外
援
護
資
金
、
高
額
医
療
費
等
貸

付
事
業

☆
共
同
募
金
運
動
の
推
進

☆
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
周
知
推
進

☆
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
充
実

☆
社
協
だ
よ
り
に
よ
る
情
報
の
周
知
お
よ
び
福
祉
意
識
の

高
揚
を
図
る

主
に
こ
れ
ら
の
事
業
を
が
ん
ば
り
ま
す

収
益
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
ま
す
！！

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
収
益
事
業

と
し
て
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

は
じ
め
、
福
祉
農
園
事
業
、
ア
ル
ミ
缶
収
集
事

業
の
三
部
門
で
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障

が
い
者
を
中
心
に
パ
ン
や
ラ
ス
ク
の
製
造
・
販

売
等
を
し
、
福
祉
農
園
事
業
で
は
い
ち
じ
く
の

栽
培
・
販
売
、
そ
し
て
ア
ル
ミ
缶
収
集
事
業
で
は
、

ア
ル
ミ
缶
を
収
集
、
売
却
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を

社
会
福
祉
協
議
会
の
自
主
運
営
資
金
と
し
て
運

用
し
て
い
ま
す
。　

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
全
国
的
に
も
こ
う

し
た
収
益
事
業
等
で
財
源
を
確
保
し
て
い
る
社

会
福
祉
協
議
会
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。



3 ・わき社協

◎
高
齢
者
福
祉
事
業

▪
愛
の
一
声
運
動
（
ヤ
ク
ル

ト
配
布
）

▪
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

（
月
４
回
）

▪
高
齢
者
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
の
開
催

▪
紙
オ
ム
ツ
購
入
代
金
の
一

部
助
成

▪
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

▪
介
護
者
お
見
舞
金
の
支
給

▪
長
寿
者
（
米
寿
・
白
寿
）

へ
の
お
祝
い
金
贈
呈

▪
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
支

援
▪
お
見
舞
い
ハ
ガ
キ
の
お
届

け
◎
障
害
者
福
祉
事
業

▪
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営

▪
親
和
会
活
動
支
援

▪
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
活
動

支
援

◎
児
童
福
祉
事
業

▪
要
・
準
要
保
護
世
帯
児
童

の
援
護

▪
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
支
援

平成22年度 和木町社会福祉協議会の事業・決算報告和木町社会福祉協議会の事業・決算報告和木町社会福祉協議会の事業・決算報告和木町社会福祉協議会の事業・決算報告

こ
ん
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た

こ
ん
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た

▪
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
贈
呈

▪
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
の
協
力

◎
地
域
福
祉
事
業

▪
ア
ル
ミ
缶
収
集
事
業

▪
福
祉
用
具
貸
し
出
し

　

（
ベ
ッ
ド
・
車
椅
子
・
歩

行
補
助
器
・
松
葉
杖
）

▪
葬
儀
の
際
に
香
典
・
生
花

の
お
届
け

▪
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化

▪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
▪
共
同
募
金
運
動
の
推
進

▪
日
赤
社
資
募
金
の
推
進

▪
心
配
ご
と
相
談

◎
低
所
得
者
福
祉
事
業

▪
歳
末
た
す
け
あ
い
お
見
舞

金
の
お
届
け

▪
法
外
援
護
資
金
貸
付

▪
生
活
安
定
対
策
資
金
貸
付

◎ 

啓
発
活
動

▪
福
祉
関
係
諸
団
体
と
の
連

携
強
化

▪
社
協
だ
よ
り
発
行

平成22年度和木町社会福祉協議会決算（一般会計）

平成22年度和木町社会福祉協議会決算（収益事業特別会計）

〈会費収入〉
2,361,400円
9.0％

〈受託金収入〉
2,819,273円  10.7％

〈貸付事業等収入〉
423,750円
2.0％

〈共同募金配分金収入〉
2,279,253円
8.7％

〈雑収入〉
814,332円
3.0％

〈会計単位間繰入金収入〉
730,394円
2.8％

〈財政調整基金取崩し〉
1,240,000円  4.7％

〈会計単位間
　長期貸付金回収収入〉
50,000円  0.5％

〈その他収入〉
341,450円  1.0％

〈繰越金〉
3,320,907円
12.5％

〈寄附金収入〉
2,843,140円
10.9％

〈助成金支出〉
1,409,863円  6.1％

〈貸付事業支出〉
763,000円  3.3％

〈負担金支出〉
162,000円  0.40％

（収入合計 26,166,306 円ー支出合計 23,195,484 円＝次年度繰越額 2,970,822 円）

（収入合計 2,440,796 円ー支出合計 2,440,796 円＝次年度繰越額 0 円）

〈負担金収入〉
2,500円  2.0％

〈雑収入〉
3,000円  1.0％

26,166,306円
収入 支出

23,195,484円

支出
2,440,796円

収入
2,440,796円

〈会計単位間
  長期借入金償還金支出〉

〈会計単位間長期借入金償還金支出〉  50,000円 2.0％

〈一般会計繰入金支出〉
730,294円  29.9％

〈事務費〉
119,414円  4.8％

〈事業費〉
1,117,388円
45.7％

〈助成金支出〉 
 60,000円  2.5％

〈負担金支出〉 
 29,700円  1.5％

〈受取利息配当金収入〉
124円 0.2％

〈売上高〉（イチジク・アルミ缶・パン）
1,965,682円  77.8％

〈売上高〉（イチジク・アルミ缶・パン）
1,965,682円  77.8％

〈寄付金収入〉
469,490円
19.0％

〈寄付金収入〉
469,490円
19.0％

〈一般会計繰入金支出〉
730,394円  29.9％

〈事業費〉
1,117,388円
45.7％

〈固定資産取得支出〉
 333,900円  13.6％

〈事務費・事業費〉
7,694,797円
33.2％

〈人件費〉
11,729,448円
50.6％

〈事務費・事業費〉
7,694,797円
33.2％

〈人件費〉
11,729,448円
50.6％

〈福祉会館維持費〉
1,436,376円
6.4％

〈補助金収入〉
8,942,407円
34.2％

〈補助金収入〉
8,942,407円
34.2％



☆元気の源は〝笑い〟から☆  ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!☆元気の源は〝笑い〟から☆  ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!

　

身
近
な
エ
コ
活
動
と
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

少
し
意
識
す
る
こ
と
で
、
簡
単
に
エ
コ
活
動
に
参

加
で
き
る
の
が
、こ
の
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
収
集
。

よ
く
飲
ん
だ
り
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

を
集
め
て
、
世
界
の
子
ど
も
達
に
ポ
リ
オ
等
の
ワ

ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
と
い
う
運
動
が
あ
り
ま
す
。

　

社
協
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
（
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
）
の
収
集
運
動
を
推
進
し
、
回
収
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
 

収
集
時
の
留
意
点

①
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
清
涼
飲
料
水
な
ど
、
本
体
が

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
が
対
象
で
す
。（
対

象
外
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。）

②
キ
ャ
ッ
プ
の
汚
れ
や
シ
ー
ル
（
値
札
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
シ
ー
ル
な
ど
）
は
取
り
除
き
、
き
れ
い

に
洗
っ
て
乾
燥
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

☆ 

平
成
23
年
５
月
現
在
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
36

人
分
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
が
集
っ
て
お
り
ま
す
。

（
８
０
０
個
で
一
人
分
）

　５月22日、蜂ヶ峯総合公園で、
「ローズフェスタ2011」が開催さ
れ、東日本大震災の被災者への義援金
活動を、和木町商工会のご協力により
実施しました。
　あいにくの天気となりましたが、たくさんの方のご協力
による善意が届けられ、総額212，202円の義援金を集め
ることが出来ました。
　今後は山口県共同募金和木支会より中央共同募金会へ送

られ、被災者へと届け
られます。ご協力あり
がちうございました。
　なお、義援金の募集
期間は９月30まで受
け付けておりますの
で、あわせてご協力よ
ろしくお願いします。

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」
収
集
で
「
エ
コ
活
動
」

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」
収
集
で
「
エ
コ
活
動
」

　

毎
月
第
２
水
曜
日
、
総
合
福
祉
会

館
１
階
ロ
ビ
ー
で
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー

バ
ー
）
で
製
造
さ
れ
た
手
づ
く
り
パ

ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
で

ど
ん
ど
ん
評
判
が
広
ま
り
、
お
陰
さ

ま
で
晴
れ
の
日
も
雨
の
日
も
、
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
早
い
と
き
に
は
開
店
20
分
で
完

売
す
る
と
き
も…

　

今
後
と
も
た
く
さ
ん
練
習
を
積
ん

で
、
少
し
づ
つ
種
類
を
増
や
し
て
い

き
な
が
ら
、
お
い
し
い
パ
ン
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　日本赤十字社の社資募金は、今年度
も婦人会の皆さんと、一部自治会の皆
さんのご協力により、5月初日より末
日まで行いました。その結果、戸別募
金988,600円、法人募金110,000円
の、合計1,098,600円となる、善意の
募金額となりました。この募金はさっ
そく、日本赤十字社山口県支部に送ら
れ、赤十字活動に有意義に使われるこ
とになります。
　皆さんのご協力に感謝申し上げま
す。ありがとうございました。

日赤社資募金へのお礼日赤社資募金へのお礼

がんばろう日本!!がんばろう日本!!

ありがとうございます！！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

私
達
の
サ
ロ
ン
は
高
齢
者
の
集
い

で
す
。
毎
月
一
回
集
っ
て
、
保
健
師

さ
ん
の
血
圧
測
定
や
健
康
相
談
を
受

け
ま
す
。
童
謡
も
唄
い
ま
す
。
時
に

は
頭
の
体
操
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
も

取
り
入
れ
て
、
無
理
の
な
い
よ
う
心

掛
け
て
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
有
志

に
よ
る
折
り
紙
、
手
芸
な
ど
も
行
い

ま
す
。
因
み
に
７
月
度
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
鑑
賞
と
有
志
に
よ
る
銭
太
鼓
の
披

露
で
し
た
。

社協より、にゅ～すをお届けします社協より、にゅ～すをお届けします社協より、にゅ～すをお届けします

4 ・わき社協

たくさんのお客さんで大賑わい！

さ
わ
や
か
サ
ロ
ン

活
動
場
所
▼
総
合
福
祉
会
館

活
動
日
時
▼
毎
月
第
一
㈬

　
　
　
　
　

13
時
〜

活
動
地
区
▼
和
木
地
区

代
表
者
名
▼
中
田
颯
男

会
員
数
▼
15
名



5 ・わき社協

　６月11日㈯、総合コミュニティセンター・総合福祉会館の両会場において、和木町福祉まつりが開催されまし
た。
　「広がれ 福祉の輪」を大会主題として、約300名の来賓・一般参加者のもと、地域での社会福祉に貢献された
方々が表彰を受けられました。
　また、式典終了後には、ボランティアグループの活動発表や、和木町キャラバンメイトのメンバー７名によ
る、創作劇「ぼくのおじいちゃん」が披露され、認知症の高齢者を抱える家族の姿を演じる中で、認知症は病気
であり、見守りが大切だということを呼び掛けて、来場者は興味深そうに見入っていました。

　なお、表彰者は以下のとおりです。（順不同、敬称略）

☆ 永年勤続者（３名）
　　　　月足　利行　　　中川　喜一　　　小出久美子
☆ 社会福祉協助者（５名）
　　　　古木　聰子　　　平岡　一正　　　樫山　瑞枝　　　新川マサヨ
　　　　與三本愛子
☆ 特別協助者・個人（12名）
　　　　池田　信正　　　上田キヨコ　　　兼庄　喜義　　　桐岡　法子
　　　　澤井　孝司　　　高倉　光治　　　灰岡　康夫　　　弘谷　英子
　　　　正中　佳代　　　松並　邦史　　　村上　邦明　　　山田　悦子
☆特別協助者・団体（１団体）
　　　　安　禅　寺

　午後からは会場を総合福祉会館へ移し、バザーや模擬店、展示物など多彩なイベントが催されました。大好評
のふれあい工房クローバーの手づくりパン、カレーライス、竹炭、野菜などの販売で、会場は大変な賑わいをみ
せていました。
　会場内より、多数の催し物の中で見せた、福祉まつりの様々な「表情」をご覧下さい♪

これからもご活躍を期待しています。

☆ 平成23 年度和木町福祉まつり開催 ☆☆ 平成23 年度和木町福祉まつり開催 ☆☆ 平成23 年度和木町福祉まつり開催 ☆

表彰式のようす

大人気の
手づくりパン
飲み物コーナー

和木幼稚園・
和木小学校より、
絵画展示

大好評の
カレーライス

ボランティア
グループ
活動写真展示

あいかわらずの
賑わいをみせる
チャリティバザー

母子寡婦福祉会
より生花展示

キャラバンメイトに
よる創作劇

ボランティア
グループの
活動発表

本年より
要約筆記を
開始
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●サービス内容
　在宅の寝たきり高齢者が日常生活に使用する、
ふとん等寝具の丸洗いを行う事により、心の安ら
ぎを与えるとともに、健康の保持と生活環境の向
上を図る。
●対　象　者
　和木町内に１年以上住所を有する在宅の寝たき
り高齢者
●実　施　日　年２回（４月、１０月）
●利用者負担金
　寝具丸洗い 1回につき、5,000 円までは無料。
　5,000 円を超える場合、超えた金額は利用者負担。
●備　　　考
　掛け布団、敷き布団、毛布各１枚で、約5,000円。

＝ 寝具乾燥サービス ＝

●サービス内容
　ひとり暮らし高齢者および身体障害者で、電話
の設置が困難な家庭に、電話権利を貸与する。
●対　象　者
　低所得のひとり暮らし高齢者および身体障害者
●実　施　日
　随時
●利用者負担金
　無料（通話料、工事費等は利用者負担）
●備　　　考
　保有台数１２台

＝ 福祉電話 ＝

●サービス内容
　寝たきりの方および障害者等で常時紙オムツを
使用されている方に対して、紙オムツ購入代金の
一部を助成する。
●対　象　者
　和木町在住で、常時紙オムツを使用されている
寝たきりの方および障害者等。
　なお、介護保険より紙オムツ費用の給付を受け
ておられる方は対象となりません。
●実　施　日
　年４回（２月、５月、８月、１１月）
●利用者負担金　無料
●備　　　考　助成金額、一ヶ月1,000円

＝ 紙オムツ購入代金の助成 ＝

●サービスの内容
　近隣に肉親がいない等、お正月を独りで過ごさ
れる方におせちをお届けする。
●対　象　者
　７５歳以上のひとり暮らし高齢者で、町内及び
隣接市に、肉親が居住していないこと。また、お
正月を独りで過ごされる方。
　生活保護者であること。
●実　施　日
　１２月３１日
●利用者負担金
　無料
●備　　　考
　一人当たり 4,000 円のおせち

＝ 歳末おせちのお届け ＝

社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています

●サービス内容
　車いすやベッド等の福祉用具を貸し出して、快適
なライフサイクルを提供する。
●対　象　者
　町内在住の方（介護保険対象の方は、短期間の利
用のみ貸し出し可）
●実　施　日
　随時
●利用者負担金
　車いす･･･100円／月
   （１ヶ月未満は無料）
　ベッド･･･500円／月
　その他･･･無料
●備　　　考
　・貸し出し期間は原則として６ヶ月以内
　・現在保有している福祉用具
　　　　（車椅子１８台、ベッド １０台、
　　　　　歩行補助器１台、松葉杖 ３組）

＝ 福祉用具貸し出し ＝

車椅子 電動ベッド

松葉杖 歩行補助器
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　町内のゴミ集積場近くに設置してある「ア
ルミ缶回収箱」のアルミ缶を回収するボラン
ティアを募集します。
　内容など詳細につきましては、社会福祉協
議会（52-8644）までご連絡ください。

　再生封筒づくりの紙を回収しています。福
祉会館、役場の回収箱へお願いします。
　また、再生封筒づくりを一緒にする仲間を
募集します。昼間お一人で過ごされている高
齢者、男性、女性不問。月２回で１回の作業
は２時間程度です。　　　　　　　（清和会）

　アルミ缶の回収にご協力ください。資源サ
イクル活動と福祉資金になります。町内の回
収箱へ。　　　　　　　　（缶ペコグループ）
 
　点訳ボランティアの仲間を募集しています。

（点訳すばるの会）

　リングプル（アルミ缶）を回収しています。
福祉会館までお願い致します。　　（青い鳥）

ぼらんてぃあのことならボ連協へ⇒☎52-8644
（社会福祉協議会内）

●ボランティア連絡協議会役員紹介●ボランティア連絡協議会の主な活動ご紹介

会長
副会長
副会長
会計
監査
事務局

井原　洵子（つくし会 和木下１）
通地　　巖（演芸ボランティア）
岡﨑ひろみ（つくし会 和木下２）
森田眞須美（つくし会 和木下１）
西田　敏子（和木町婦人会）
須子　豊美（社会福祉協議会）

役　　　　　員4月 総会・定例会

和木町福祉まつり

第1回蜂ヶ峯公園草刈り奉仕

第2回蜂ヶ峯公園草刈り奉仕、敬老会

第2回蜂ヶ峯公園草刈り奉仕、敬老会

新年保育所餅つき大会

研修会

高齢者ふれあい親睦会

福祉まつり実行委員会
高齢者パットゴルフ大会（雨天中止）

わきあいあい苑盆おどり大会
福祉施設清掃奉仕（わきあいあい苑・総合福祉会館）

第3回蜂ヶ峯公園草刈り奉仕
高齢者パットゴルフ大会
わき愛あいフェスティバル

福祉餅つき大会、わきあいあい苑餅つき大会
総合福祉会館清掃奉仕
門松づくり奉仕

6月

7月

9月

11月

1月

2月

3月

5月

8月

12月

10月

平成23年度平成23年度

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
、ラ

テ
ン
語
のv

o
lu
n
tu
s

や

V
oluntarius

だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
は
、「
自
由
意
志
・

自
ら
進
ん
で
や
る
こ
と
」。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、一
般
に

「
自
発
的
な
意
志
に
基
づ
い
て 

人
や
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」

と
い
わ
れ
て
お
り
、次
の
よ
う
な

原
則
が
あ
り
ま
す
。

自
発
性…

自
由
な
意
志
で
行
な

う
こ
と

無
償
性…

利
益
を
求
め
な
い
こ

と社
会
性…

公
正
に
相
手
を
尊
重

で
き
る
こ
と

創
造
性…

必
要
に
応
じ
て
工
夫

で
き
る
こ
と

　

や
さ
し
く
言
う
と
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は「
自
然
な
思
い
や

り
の
や
り
と
り
」
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
想
い
、活
動

を
始
め
る
動
機
な
ど
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。ど
れ
が
正
し
く
て
、ど
れ

が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
判
断

は
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
ひ
と
つ

言
え
る
の
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

「
人
に
言
わ
れ
て
や
る
も
の
で

は
な
い
」と
い
う
こ
と
。そ
し
て

「
こ
れ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
決
め
ら
れ
た
活
動

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、和
木
町
で
は

個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
あ
わ
せ
、総

勢
２
１
６
人
も
の
方
々
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
り
、さ
か
ん
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
の
部
屋
」で
は
、

地
域
で
輝
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
を
、随
時
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

和木町林業研究会
　会員の平均年齢は70歳を越えていますが、会では和
木町の活性化を願って町木ヤマモモや栗の栽培のほか、
原木椎茸栽培や竹炭・竹酢液の生産を行っています。
　小学生には、森林体験学習としてヤマモモの観察会や
椎茸の植菌作業・収穫体験を、中学生には職場体験とし
て森林の多面的機能の学習会や竹炭・竹酢液の生産活動
等を行い、年間100回以上もの活動をこなしています。
　私達は里山の中でささやかな活動を営み、自然ととも
に生活しています。森林は私達の生活を支える大切な資
源であり森林の果たす役割を重要視しています。
　また、町民の皆さんとの交流を大切にし今後も精力的
に活動を展開する予定です。
　町民の皆さんのご協力をよろしくお願いいたしますと
共に、林業研究会へのご参加を歓迎いたします。



8 ・わき社協

Ｈ23．1．1～3．31までの間
に産声をあげた赤ちゃん（９
名）に、民生委員さんと一緒
に絵本のプレゼントをしまし
た。元気な赤ちゃんのかわい
いお顔で癒されてください。

～赤ちゃん絵本のプレゼント～

新しい生命新しい生命新しい生命新しい生命

4 月 原中マサヨ さん
髙倉キヌ子 さん

5 月
6 月

中村ミサヲ さん

國廣冨美子 さん

村元シヅエ さん

　平成23年４月１日から６月30日
までの間に、上記の方が白寿・米寿
を迎えられました。本当におめでと
うございます。これからも元気でお
過ごしください。

◎
わ
き
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議

会（
５
２―

８
６
４
４
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

◎
よ
り
充
実
し
た
わ
き
社
協
だ
よ
り
を
お
届
け
す

る
為
に
、
紙
面
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
感
想
を
募
集
し
ま
す
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
記

事
や
、
こ
う
し
て
み
て
は
？
等
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
届
け
下
さ
い
。
ま
た
、
社
協
だ
よ
り
に
掲

載
し
た
い
記
事
や
写
真
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

　 

問
い
合
わ
せ
先

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

T
E
L
（
０
８
２
７
）５
２―

８
６
４
４

　

F
A
X
（
０
８
２
７
）５
３―

２
８
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
ん
と
に
強
か
っ
た

で
す
ね
。

　

ま
さ
か
サ
ッ
カ
ー
で
日
本
が
世
界
一
に
な
る
日

が
来
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
正
直
こ
の

快
挙
に
は
驚
き
ま
し
た
。　　
　
　
　
　

　

男
子
は
ど
の
世
代
の
代
表
で
も
決
定
力
不
足
と

言
わ
れ
て
、
な
か
な
か
得
点
が
入
ら
ず
、
見
て
い

て
や
き
も
き
す
る
ん
で
す
が
、
な
で
し
こ
は
男
子

と
は
違
い
、
決
定
力
が
凄
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
特
に
そ
の
中
で
も
澤
選
手
。
優
勝
す
れ
ば
そ

の
チ
ー
ム
の
中
か
ら
Ｍ
Ｖ
Ｐ
が
選
出
さ
れ
る
の
は

分
か
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
決
定
力
の
凄
さ
を
見
せ

つ
け
る
、
大
会
得
点
王
と
い
う
輝
か
し
い
賞
ま
で

受
賞
し
て
、
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
震
災
で
沈
み
か
け
て
い
る
日
本
に

と
っ
て
は
、
と
て
つ
も
な
く
明
る
く
、
勇
気
づ
け

ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
。そ
し
て
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
）

ご
意
見
・
ご
感
想
の
募
集

寄付のお礼
（平成23年4月1日から6月30日現在 順不同）

社会福祉協議会に、上記の方からご寄付をいただきま
した。ご厚情に対して厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、和木町内の地域福祉事業を推進するた
めに、有意義に活用させていただきます。なお、社会
福祉協議会では、香典のお返し、お見舞い返し、チャ
リティー等のご寄付を常時受け付けております。
※「社会福祉協議会」へのご寄付は、所得税の控除対
象となる寄付金に指定されています。

4
月

　

藤
中　

祥
司
様（
和　

木
）

　

藤
澤
リ
リ
子
様（
廿
日
市
市
）

　

村
本　

艶
子
様（
瀬　

田
）

　

吉
森　

徹
夫
様（
瀬　

田
）

　

村
井　

達
雄
様（
和　

木
）

　

岡
本　

秀
之
様（
和　

木
）

　

山
本　
　

照
様（
瀬　

田
）

　

大
田　

剛
睦
様（
和　

木
）

5
月

　

松
本　

政
子
様（
和　

木
）

　

松
岡　

良
子
様（
和　

木
）

　

高
木　

信
明
様（
瀬　

田
）

　

和
田　

啓
二
様（
瀬　

田
）

　

佐
伯　

邦
章
様（
関
ケ
浜
）

6
月

　

嘉
屋　

達
也
様（
和　

木
）

　

村
上　

千
穂
様（
和　

木
）

　

野
脇　

規
正
様（
和　

木
）

　

藤
井　

昭
夫
様（
広
島
県
）

香
典
返
し

香
典
返
し

香
典
返
し

５　

月

　

大
友　
　

勝
様（
和　

木
）

　

磯
部　

宮
子
様（
関
ケ
浜
）

４　

月

　

大
友　
　

勝
様（
和　

木
）

　

髙
倉　

英
子
様（
和　

木
）

　
山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

　
　
　
　
　
　
　

（
岩
国
市
）

５　

月

　

大
友　
　

勝
様（
和　

木
）

　

匿　
　
　

名
様（
和　

木
）

６　

月

　

坂
根　

徳
雄
様（
和　

木
）

　

和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
様

　
　
　
　
　
　
　

（
和　

木
）

４　

月

　

吉
兼　

千
秋
様（
和　

木
）

　

イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト

　
　

南
岩
国
店
様（
岩
国
市
）

見
舞
返
し

見
舞
返
し

一
般
寄
付

一
般
寄
付

物
品
寄
付

物
品
寄
付

あ
し
あ
と

愛
桜
ち
ゃ
ん

杏
璃
ち
ゃ
ん

結
菜
ち
ゃ
ん

美
音
ち
ゃ
ん

龍
河
く
ん

和
奏
ち
ゃ
ん

莉
音
ち
ゃ
ん

俐
斗
く
ん

蓮
太
朗
く
ん
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